
主催 (社)首都圏産業活性化協会

日 時 平成２１年１２月８日（火）
13:30～19:30

場 所 電気通信大学

（京王線 調布駅 北口下車 徒歩５分）

参加費 無料（懇親会3,000円：学生500円）

技術先進首都圏地域（ＴＡＭＡ）は、武蔵野や相模野の面影が残る水と
緑に恵まれた地域です。
ものづくり産業がこの美しい自然と調和、共生していくためには、環境
へ配慮したものづくりを進めることが必要です。
このため、ＴＡＭＡ協会は「ＴＡＭＡ環境ものづくり憲章」を制定し、会員
への情報提供や啓発を通じて環境に対する意識を高めるとともに、会員
総意による「環境ものづくり」を進めております。
そして、この取り組みをＴＡＭＡ地域内外に広く発信すると共に、ＴＡＭＡ
の環境ものづくり活動の今後の基本方針を協議するため、
「第２回ＴＡＭＡ産学官金サミット」を開催いたします。

また、今回の開催に先立ち、鳩山新政権が「温室効果ガス２５％削減」
を表明しました。これはものづくり産業と自然環境の調和を目指すＴＡＭ
Ａにとって大きなチャンスと捉えることができます。このチャンスを活かす
ため、ＴＡＭＡは何をすべきか、何をしていくのかを本サミットで議論して
まいります。

◆基調講演 講師のご紹介

株式会社日刊工業新聞社

代表取締役社長 千野 俊猛 氏

1971年 日刊工業新聞社入社
1995年 編集局経済部長
1998年 編集局ニュースセンター長
2001年 編集局次長兼第一産業部長
2002年 取締役編集担当、

本社編集局長
2003年 代表取締役社長

演 題
「低炭素社会実現に向けた

ビジネスチャンス」

①開会式 13時30分～14時00分 （講堂）
組織委員長挨拶 電気通信大学 学長 梶谷 誠
実行委員長挨拶 ＴＡＭＡ協会 会長 古川 勇二

（職業能力開発総合大学校長）
来賓挨拶

②基調講演 14時00分～15時00分 （講堂）
講演者 株式会社日刊工業新聞社

代表取締役社長 千野 俊猛 氏
演 題 「低炭素社会実現に向けた

ビジネスチャンス」

③環境大賞表彰式 15時00分～16時00分 （講堂）
TAMA環境ものづくり大賞・部門賞・特別賞の表彰
大賞受賞者によるプレゼンテーション

※環境大賞の副賞につきましては、西武信用金庫様のご協力を頂いております

④分科会 16時15分～17時45分 （当日案内）
Ａ．排出権研究分科会
Ｂ．環境技術分科会
Ｃ．環境施策分科会

⑤懇親会 18時00分～19時30分 （当日案内）

◆プログラム

後援 経済産業省関東経済産業局
・東京都・埼玉県・神奈川県
（予定）

共催 国立大学法人 電気通信大学

◆申込方法
裏面の参加申込書にご記入の上、

FAXまたはEメールにてお申込くだ
さい。定員になり次第締切らせてい
ただきます。



◆お問合せ・申込先

（社）ＴＡＭＡ産業活性化協会 事務局（担当 森田、小林）
TEL  042-631-1140 fax 042-631-1124    E-mail info@tamaweb.or.jp

URL   http://www.tamaweb.or.jp/wp/?p=885

第２回ＴＡＭＡ産学官金サミット 参加申込書（申込み欄が足りない場合は、コピーしてお使いください）

会社名 所属部署

所在地（住所） 〒

電話番号 E-mail

お名前
参
加
希
望

プ
ロ
グ
ラ
ム

□ 基調講演
（ＡＢＣいずれかひとつ）

□ Ａ．排出権研究分科会

□ Ｂ．環境技術分科会

□ Ｃ．環境施策分科会
終了後
□ 懇親会

お名前
参
加
希
望

プ
ロ
グ
ラ
ム

□ 基調講演
（ＡＢＣいずれかひとつ）

□ Ａ．排出権研究分科会

□ Ｂ．環境技術分科会

□ Ｃ．環境施策分科会
終了後
□ 懇親会

Ａ．「排出権研究分科会」
『温室効果ガス２５％削減のため、ＴＡＭＡは何ができるか、何を実行するのか』
環境ものづくり大賞受賞企業を含むパネルディスカッションを予定しています。

Ｂ．「環境技術分科会」
『温室効果ガス２５％削減を実現する環境技術の最新動向について』
注目される環境技術の最新動向等の講演とその技術に関する討論を予定しています。

Ｃ．「環境施策分科会」
『温室効果ガス２５％削減を達成するための政策・施策とは』
政策、施策、支援事業の紹介（講演）と、その活用についての討論を予定しています。

◆分科会内容（16:15～17:45）

◆会場案内図

電気通信大学
（京王線 調布駅 北口下車 徒歩５分）

※お車でのご来場はご遠慮下さい。

講堂

mailto:info@tamaweb.or.jp
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